











（ 2 ） 
五頁。この論文は二〇〇五年『アジア史学会通信』第三四号に日本語で発表されたあと、修訂をへて、中国語で発表されたもの）は、井真成が養老元年（七一七）の遣唐使として派遣されたことをうけて、同時に入唐した阿倍仲麻呂と吉備真備 視野に入れつつ、以下の諸問題について述べる。井真成の名前について、阿倍仲麻呂が朝衡という中国名を使っていた例にならって、 井上忌寸真成だという説に賛成する。 こ ときの遣唐使は第八次と数えるべきであり、南島路 と たはずである。阿倍仲麻呂を副使とする『新唐書』 「日本伝」および『旧 書』 「日本伝」の記事を誤りとする。 『旧唐書』 「日本伝」に日本の遣唐使が四門学助教
趙玄黙に「白亀元年調布」と題する布帛を奉じたとある
のは、 「霊亀元年調布」の誤りである。吉備真備や井真成は太 など国士監所属の学校施設に入った可能性がある。阿倍仲麻呂が宝亀十年（七七九）に亡くな たとするのは『続日本紀』の誤読による。阿倍仲麻呂 唐における最終官位は『続日本後紀』にみえる承和三年
(八三六
)五月十日の仁明天皇の詔書に準じて、従二品とすべきである。 『旧唐書』











二〇〇五年第五期、三二～三七頁）がある。これは、賈麦明氏が以前発表した「井真成墓誌釈読再探」 （ 『西北大学学報（哲社版） 』二〇〇五年第二期）をふまえ 再度議論したものである。この論文で 、 成墓誌の釈読の ち 聞道」を「問道」に修正している。また、尚衣奉御の贈位について 、皇帝の私的な領域の仕事であり、こうした職位
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介した上、同じく開元二 一 説を主張して る。二〇〇
五年九月までの中国における各説はこの論文に要領よくま























ながら、明州のどこの港に、どのような状況で入ったかを考察している。史料とし は、円仁の『入唐求法巡礼行記』承和五年十月四日条が明州での様子を く伝えたも だと
して、高く評価している。林氏によれば、考古調査と文献
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江橋鎮）②唐のときの望海鎮（清 乾隆以後には鎮海県城と称された）③姚江・奉化江・甬江の交差地点、いわゆる「三 口」 （現在の旧市街地） 、ここは中唐に県治となり、その後に州治が置かれたことで知られる。このうち、遣唐使が入港したのは③の「三江口」だったとして、 点を根拠にあげる。一、遣唐使は日本政府の正式な任命のもとに、一部の貢物以外 交易品を携えてきており 帰国
時には物品を購入している。この商品の貿易としての側面
から見て、 江 のような商 が集散する比較的大きな城市が適切である。二、望海鎮（②）は、唐代においては外来船舶の重要な停泊地だったが 淡水や食料の補給を目的とする が主であった。遣唐使は入港後に当地の都督府に申し入れをしなければならない。こ 点から見て、望海鎮
より三江口の方が適当である。三、三江口は水上交通の









うした手続きの実際について詳しくはわかってい い。この点は、 『入 求法巡礼行記』に若干の記録があって貴重であり、程喜霖『唐代過所研究』 （中華書局、二〇〇四年） 中で論じている。程氏は円仁 記録 ほかに トルファン










の三点について、 状況を文献実証的に解明している。外交用語としては、唐と日本の間では日本側が用意した通訳による唐語、唐と新羅 間では新羅側が 意した通訳による唐語、渤海と日本の間では通常は唐語、日本と新羅の間でも通常は 渤海と新羅の間では唐語、をそれぞれ使用したとする。また、通訳の設置状況として、 『冊府元亀』によれば、唐は「辺州」に訳語官を置いたが（巻九九六） 朝鮮半島や日本から入境する港があった登州・揚州・明州は「辺州」となっておらず 朝廷によ 「訳語官」は
置かれていなかったとする。つまり、唐朝廷からすれば、
通訳が必要なのは朝鮮・日本以外の辺境から来華する者と認識されていたことがわかる。日本で 制度的に訳語官は置かれていなかったが、 『続日本紀』などの正史に訳語官を置いた記事がある。新羅の史料はないが 日本側の史料から、新羅の遣日本使節団に「 事」 「訳語」がいたことが知られる。通訳の出自と養成について 、通常は偶然的に通訳できる人物を選ぶのだが、次第に通訳を養成するようになる。 にお ては、中央アジ の胡人の言語に じる者をいわゆる「昭武九姓」 人員から採用したようであ が
、東アジアについては通訳の必要性が低かったために、人
員の採用や養成につい 特別の留意 なかったであろう する。日本では、朝鮮半島からの渡来系の氏族には唐語に通じる者がおり、彼らが通訳と り、あるいは 語 教えた。 『大宝律令』では 大学寮儒学科に「音博士」が置かれ、唐語の音韻を教授していた。新羅で 、唐に語学留学をさせたほか、日本語習得のために日本にも語学留学をさせていた。こ ように馬氏の説明は非常に周到で こ 以外に
も、通訳に対して語学以外 容姿端麗など 要求があった
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としては、長安の西明寺や青龍寺などが知られている。うち西明寺については、発掘簡報が『考古』一九九〇年第一期（四五～五五頁）に発表されているし、道慈が写してきた西明寺の伽藍配置にならって奈良の大安寺が設計されたのは有名である。これまでの西明寺の研究をま めたものに、羅小紅「唐長安西明寺考」 （ 『考古与文物』二〇〇六年第二期、七六～八〇頁、羅氏は陝 師範大学歴史文化学院所属）がある。また、留学僧が長安に長期滞在した活動場所として西明寺がどのような文化環境だったかは、李健超「空海、橘逸勢的長安留学」 （矢野建一・李浩主編、土屋昌明・普慧編『長安都市文化与朝鮮、日本』三秦出版社 二
〇〇六年十二月、一四四～一五六頁）に紹介されている。




























済と新羅の戦 に唐が新羅を助け、 は唐に帰順 洛
陽にて詔により赦され、その後 病死して洛陽郊外の北邙
山に埋葬された。 『旧唐書』 「百済国伝」などにより、その経緯 概略が知れる。 『新唐書』 「東夷伝」によれば、百済王の埋葬地は三国呉の孫皓および陳の後主の墓の左だとい
い、この配置の記事から陳氏は、航空写真によって邙山鳳
凰台村北にその候補地を推定している。百済太子扶余隆につ ては、墓誌が戦前に盗掘で出土し、現在、河南省開封博物館に所蔵されている。顕慶五年に父王とともに唐に帰順し、洛陽で赦されて、その後、唐に任官すること二十八年に及んだという。永淳元年（六八二） 六十八歳で北邙山 葬られ 。百済将領黒歯常之 墓誌は一九二九年に出土、南京博物院の所蔵 『旧唐書』 新 に伝があり、ほか 「突厥伝」 「高宗紀」にも記事がみえる。それによれば、六二九年生まれ、百済王らとともに唐に帰し、その後、軍人として活躍 永昌年（六八九） 中傷にあって獄中で自殺 時に年六十。黒歯俊の墓誌も戦前に出土、実物は行方不明 なり、拓本だけ残留している。黒歯常之の子で、
中国における入唐留学生研究の動向 






















唐から日本に伝来したものとして唐鋤と仮名をとりあげて論じる。とくに 平仮名が楷書の偏旁から、片仮名が草書の偏旁 創られたとされる定説に補足して、唐の音曲の譜にみえ 符号と仮名が相似している点から、遣唐使で唐から曲譜が日本に伝来した と仮名の創製とに関連があった可能性を主張している。 これは 吉備真備や空海といた、入唐経験者と仮名の創製者の伝説が結びつけられている とを想起させる。
 


















意識与海洋活動） 」 （ 『唐史論叢』第八輯、杜文玉主編、











本と中国の研究の進展にはめざましいものがある。しかしすでに指摘されているように、日中交渉史研究という限られた視角から 留学生研究は限界に来て ると言わざるをえない。 「古代東アジア世界史と留学生」を提唱した所以もここにあるが、当面は日本の入唐留学生の研究と もに、相対的に史料豊富な新羅などの留学生の活動をさぐる基本データーの蒐集とともに、その研究の整理を試みることを課題としたい。
 
 ［付記］小稿は共同研究「日本古代における文化情報の伝播と受容」 （代表
 
矢野建一
 
二〇〇五～二〇〇七年）の
研究成果の一部である。
 
